
1

地域交通のデジタル化に向けて

～MaaS２．０の推進

2024年11月６日

全自連地域交通データ会議

国土交通省モビリティサービス推進課



Copyright © 2023 by MLIT. All rights reserved. 2

持続可能性 生産性利便性

◼人口減少

◼人手不足

◼中心部における競争 ・・・

◼業務改革

◼省力化・DX

◼事業者間連携 ・・・

◼サービスレベル

◼接続性

◼アクセシビリティ ・・・

地域交通のデジタル化に向けて～３つの向上



地域交通の持続可能性を高めるため、路線
バスの代替交通としてデマンド導入が進め
られているが、利用が予想より低調等によ
り、実証実験の支援がなくなると事業が終
了する傾向。

デマンド導入等の交通
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実装済み

社会実験継続中

実装断念

２０２０年度にデマンド導入を支援した
事業の現在

データを用いた精緻な
予測技術が必要

地域交通の持続可能性や生産性、利便性を
高めるためにはデータ分析が不可欠だが、
汎用製品の活用が大半であり、精緻な分析
が難しい状況。

データ分析などDXが
定着しない

交通領域にフィットした
データ分析技術が必要

人手不足や事業性の悪化による路線バス
や地域鉄道の減便・廃止が相次いでいるが、
地域全体で利便性と事業性を両立させる
適正規模の地域交通を設計することは容易
ではない。

面的なネットワークの
最適化が急務

データドリブンな地域
交通計画の立案が必要
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乗合バス：計23,193㎞の路線が廃止
（2008年度→2023年度）

地域交通のデジタル化に向けて～課題



地域交通のデジタル化に向けて～MaaSによるデータ利活用
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